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１． はじめに 

瀬戸内海各地では、しばしばクラゲが大量発生します。クラゲが大量発生すると、漁獲物と一緒に混獲

され、漁獲物が刺されることで商品価値の低下や、網の破損といった漁業被害をもたらします。さらに、網

に引っかかったクラゲが乾燥・飛散し、その粉が体や顔に付着して不快感をもたらすため、漁業者から厄

介者として嫌われている生物です。 

一方、クラゲを有効活用する生物も多く存在し

ます。イボダイ（徳島県では「ボウゼ」と呼ばれ、

姿寿司等で親しまれています）はそのひとつで、

仔稚魚はクラゲを隠れ家として利用し、餌として

も利用していることが報告されています 1)。このこ

とから、隠れ家や餌供給量が増加するため、「ク

ラゲが多い年はイボダイがよく獲れる」と報告され

ています 2)。 

近年、徳島県沿岸でもクラゲ発生量が増加し

ており、イボダイ漁獲量も増加しているため（図

1）、同様の関係が見られるのか検証してみました。 

 

2． 調査及び検証方法 

2008～2024 年の 17 年間、徳島県播磨灘海域

2 定点及び徳島県紀伊水道海域 6 定点でクラゲ

目視調査を実施しました（図 2）。調査は、各定点

において漁業調査船「とくしま」を 5 ノットで 5 分

間直線航行し、船上の左舷から調査員が目視で

確認したミズクラゲとアカクラゲの数を記録しまし

た。そして、イボダイ主漁期前（5～7 月）のクラゲ

の数から定点あたりの平均値を算出し、クラゲ密

度（個体/定点）としました。 

イボダイ漁獲量は、播磨灘及び紀伊水道でイ

ボダイを多く漁獲する漁協の漁獲データを使用

しました。2008～2024 年の 17 年間、イボダイ主

漁期（8～10 月）の小型底びき網漁業による漁獲

量と操業隻数のデータから、単位努力量当たり

の漁獲量（kg/操業隻数・日）（以下、CPUE という）を算出し、使用しました。 
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図 1 本県沿岸におけるクラゲ発生量と標本 4 漁協の小型

底びき網漁業によるイボダイ漁獲量の推移 

図 2 クラゲ目視調査の定点 
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そして、クラゲ密度とイボダイ CPUE の相関関係を調べ、両者の関係性を検証しました。 

 

3． 結果 

徳島県播磨灘海域におけるクラゲ密度とイボダイ CPUE の間には、強い正の相関（r=0.76）が見られまし

た（図 3）。一方、徳島県紀伊水道海域におけるクラゲ密度とイボダイ CPUE の間には、相関が見られませ

んでした（r=-0.26）（図 4）。つまり、播磨灘海域ではクラゲが増加するとイボダイ漁獲量も増加する傾向に

ありますが、紀伊水道海域ではクラゲ発生量とイボダイ漁獲量の間に関係性を見いだすことはできません

でした。 

 

 

4． 考察 

本県海域におけるクラゲ発生量とイボダイ漁

獲量の相関関係を調べた結果、海域によって両

者の関係性が異なることが分かりました。これは

イボダイの生活史（一生）に関係すると推測して

います。 

イボダイの親は太平洋の深場を中心に周年生

息しており、徳島県阿南市の伊島の南側海域か

ら太平洋の深場で、4～8 月に産卵（産卵盛期は

5月）することが報告されています 3)。実際に漁業

者に話を伺うと、徳島県海部郡の牟岐大島沖で

は、水深 120～220m 付近でイボダイの大型個体

が周年漁獲されているそうです。一方、イボダイ

の卵は海水よりも比重が軽く、海中を浮遊する分離浮遊卵と報告されています 4)。そのため、卵は潮流に

のって紀伊水道や播磨灘まで運ばれ、孵化した仔稚魚がクラゲと出会い、そこを住み家としながら成長し

ます。成長すると遊泳力が増し、天敵が少なくなるためクラゲから離れて生活し、水温の低下とともに太平

洋の深場へ移動すると考えられています 5）（図 5）。これらのことから、播磨灘ではクラゲと共生している個

体が多いため、クラゲが増加するとイボダイも増加する一方、紀伊水道ではクラゲから離れて生活している

個体が多いため、クラゲとイボダイの間に関係性が見られない結果になったと推測されます。 
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図 3 播磨灘海域のクラゲ密度とイボダイ CPUE の相関     図 4 紀伊水道海域のクラゲ密度とイボダイ CPUE の相関 

図 5 イボダイの生活史の概要 
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さらに、漁業者に話を伺ったところ、クラゲが大量発生すると漁獲物の商品価値の低下や漁業被害など

をもたらすため、休漁することもあるそうです。休漁することにより、イボダイ資源が保護され、加入量（自然

下で生息している群れに加入する仔稚魚の量）が増加し、漁獲量のさらなる増加に繋がっているのかもし

れません。 

  しかし、クラゲ調査は目視のため、気象や海況の影響を強く受けます。強い風が吹くと波が発生し、雨

が降ると水の透明度が低下するため、水中の視認性が悪くなり、クラゲ発見率が低下します。つまり、クラ

ゲ発生量を過小評価している恐れがあります。今後は、クラゲ捕獲ネットを曳網するなど、バイアスが発生

しにくい方法によるクラゲ発生量の定量的な評価を検討しています。 

 

5． おわりに 

本県沿岸で漁獲されるイボダイは、当歳魚（その年に生まれた個体、0 歳魚）が漁獲の中心であり、播磨

灘海域では正の相関が見られたことから、クラゲ発生量がイボダイ加入量を予測できる指標として利用で

きる可能性が示唆されました。 

他にも、海洋生態系の一部を担うクラゲを調べることで、海洋生物の資源変動を予測できるかもしれませ

ん。例えば、瀬戸内海ではクラゲとカタクチイワシは餌をめぐる競合関係にあることが報告されています 6）。

クラゲ発生量が、瀬戸内海で産卵・孵化した個体を漁獲する夏シラス漁業の漁況予測の指標としても利用

できる可能性があるため、今後検証してみたいと考えています。 

海洋生物の加入量や資源量等を直接調べることは困難ですが、海面付近を漂うクラゲは比較的容易に

調べることができます。今後も海洋生物に関する調査を継続・発展させるとともに、水産資源の動向把握に

注力して参ります。 
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